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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行による金融緩和の継続により企業

収益の回復、雇用情勢の改善が見られ、消費税率引上げの影響から個人消費の一部に弱さは残るものの、日本経済

は緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、海外に目を向けると、欧州景気の下押し懸念、及び新興国経済

の減速への警戒感、更にはウクライナ、中東情勢の緊迫化など不透明な状況も残されています。

その中にあって外国為替市場は、まず７月の米ドル/円相場は、月初から良好な米景気指標が続き、101円台前半

から102円台前半まで米ドル高が進行いたしましたが、利上げ前倒し観測の後退から米長期金利は低下に転じ、ポル

トガル大手銀行の信用不安、ウクライナ東部でのマレーシア航空機の撃墜等が円高米ドル安の材料となる一方、好

調な企業決算等を背景とした米国株高が米ドルの下支えとなって101円台での小動きに終始し、その後、米４－６月

期のＧＤＰ統計等が良好だったことなどを手掛かりに米利上げ前倒し観測が再燃し、一時103円台まで円安米ドル高

に推移した後、102円台後半で推移いたしました。８月に入ると、市場予想を下回る米雇用統計数値、ウクライナ問

題に絡むロシアと欧米の緊張の高まり、オバマ米大統領のイラク空爆承認報道等を材料に、一時101円台半ばまで円

高米ドル安が進行いたしましたが、その後は、良好な米住宅関連指標等を受け、米ドルがジリ高の展開になり、Ｆ

ＯＭＣ議事録やイエレンＦＲＢ議長の講演等で、今後の経済指標次第ではＦＲＢが早期に利上げを行う可能性があ

ることについて言及したことから、月後半には104円台まで一気に円安米ドル高に推移し、月末にかけては103円台

半ばに一旦振れる場面もありましたが、米４－６月期ＧＤＰの上方修正等もあり、104円台前半で米ドルが底堅く推

移いたしました。９月に入ると、総じて良好な米景気指標や改造後の安倍内閣における公的年金の積極運用期待の

高まり等、他にも円安米ドル高に振れる材料が相次いだこともあり、月中旬に107円台まで円安米ドル高に推移し、

その後一時もみ合うものの、米国金利の先高感の高まり、スコットランドの住民投票で独立反対派が勝利を収めた

ことにより金融市場での不透明感が後退したこと等の影響で、109円台までさらに円安米ドル高に推移すると、米軍

のシリア侵攻報道によるリスク回避の動きが一部ありましたが、米国金利の先高感が根強いなか、109円台を中心に

米ドルが底堅く推移し第２四半期末を迎えました。

米ドル/円以外に目を向けると、７月は138円台後半からスタートしたユーロ/円は、ポルトガル大手銀行の信用不

安、ウクライナなどで地政学リスクが高まったことから、一時136円台前半まで円高ユーロ安が進行しましたが、月

末近くには良好な米景気指標等を手がかりにリスク選好の動きが強まり、137円台後半までユーロが持ち直し、８月

に入ると、再び地政学リスクの高まりを受け135円台後半まで下落、その後は、ウクライナ情勢への懸念が和らいだ

こと等から138円前後まで持ち直したものの、９月のＥＣＢで追加金融緩和が決定すると135円台までユーロ安が進

行した後、日米金融政策の方向性の違いを反映した対ドルでの円安に連れる形で、ユーロ/円も141円台まで反発し

ましたが、その後は欧州景気不安等からユーロが再び弱含む展開となりました。

このような状況下において当社グループは、本年10月に実施した純粋持株会社体制への移行のための準備を進め

るなか、開校３周年を迎えた為替の学校「Ｍ２Ｊ ＦＸ アカデミア」の特別セミナー・イベントを開催、また、顧

客の運用成績をプラスにするための本質的なサービスの提供を目的とした「マネースクウェア プラス プロジェク

ト」の第一弾として、新通貨ペア「トルコリラ/円」の取扱いをスタートさせる等、資産運用ニーズの高い顧客を中

心に効果的に獲得し続けることができた結果、顧客口座数は前年同期末の61,332口座から13,338口座増加し、

74,670口座（前年同期比21.7％増）へと拡大いたしました。預り資産残高については、順調な顧客獲得ペースに比

例した新規顧客による預託金の入金、既存顧客からの順調な追加入金と運用益の積み上げなどによる要因で順調に

増加を続けており、創業来最高の残高を更新しております。

　業績面に関しては、４－６月から続く低ボラティリティな相場環境のなか、上述のようにセミナーや投資教育を

引き続き強化すること等によって顧客口座数や預り資産残高は順調に推移し、また、顧客の投資スタイルに合わせ

た通貨ペアを提案し、取引量・ポジション量の増加を図ることを目的とした「あなたはどっち派！？通貨を選んで

おトクにお取引キャンペーン」、新通貨ペア「トルコリラ/円」の売買活性化を目的とした「トルコリラ リリース

記念！トルコ トラトラキャンペーン」といった収益向上策を推し進めたこと、さらには、８月下旬からの相場の

ボラティリティの高まり等を背景に、当社グループの当第２四半期連結累計期間の営業収益は、1,714,368千円とな

りました。営業費用に関しては、人員数の増加、子会社の設立や純粋持株会社体制に移行するために外部の専門家

を登用するなどの一時的に発生する費用などもありましたが、第１四半期連結累計期間に引き続き、全体的に費用

を抑制することに努めた結果、1,252,404千円となり、営業利益は461,964千円となりました。営業外収益として

1,751千円、営業外費用として5,189千円計上した結果、経常利益は458,526千円となりました。特別損益項目はな

く、税金等調整前四半期純利益は458,526千円、四半期純利益は290,074千円となりました。
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なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析は行っ

ておりません。

また、平成27年３月期第１四半期に係る定性的情報については、平成26年８月12日に開示した『平成27年３月期

第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）』をご参照ください。

（２）連結財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は54,922,399千円となりました。主な内訳は、流動資産では現金及

び預金が3,048,263千円、分別管理信託が50,717,736千円、有形固定資産が359,426千円、無形固定資産が407,850千

円、投資その他資産が239,351千円であります。

負債総額は、49,548,912千円となりました。主な内訳は、流動負債では、顧客預り勘定が48,512,807千円、短期

借入金が300,000千円、１年内返済予定の長期借入金が139,996千円、未払金が200,427千円、未払法人税等が

128,644千円、固定負債では、長期借入金が120,008千円であります。

純資産額は5,373,487千円となりました。主な内訳は、株主資本のうち、資本金が1,224,005千円、資本準備金が

1,129,005千円、利益剰余金が2,927,596千円であります。

なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期末との比較分析は行

っておりません。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、2,879,052千円

となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を458,526千円、減価償却費を117,280千円計

上したこと、前払費用が48,340千円増加し、未払金が121,831千円減少したこと、そして、法人税等の支払いとして

691,214千円支出したこと等により、285,790千円の減少となりました。

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による44,879千円の支出、外国為替証拠金取引に係

る支払許諾契約の極度額増額に伴う債務保証に対する追加的な担保としての定期預金300,000千円の差入れ等によ

り、349,070千円の減少となりました。

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れの実施による400,000千円の収入と返済による575,000千円の

支出、長期借入金の返済による69,998千円の支出、配当金の支払いによる412,566千円の支出等により、657,236千

円の減少となりました。

なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期末との比較分析は行

っておりません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績は、外国為替市場や株式市場などの相場動向や市場流動性などのマーケット環境、ならびに、

国内外の経済環境などに大きく左右され、これらの複合的な影響などについて正確な予測を行うことは困難である

ため、連結業績予想を開示しておりません。特に、前事業年度から当連結会計年度にかけてみても、各月において

ボラティリティの高低が様々であり、そのため、当社グループの業績に関して将来の予測を行う際は、十分に考慮

される必要があります。なお、その将来の予測を補完する手段として、当社グループは、業績予想の開示にかわる

代替手段として、顧客口座数、預り資産残高、ならびに、営業収益の３項目について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報

伝達システム）を通じて月次ベースで開示しております。また、業績に大きく影響を与える営業費用の動向につい

ては、本決算を含む四半期毎に開催している決算説明会に用いる資料に次四半期における予測数値をレンジで補足

すると同時に、この資料については開示いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当社グループは第１四半期連結会計期間において、マネー

スクウェア・ジャパン分割準備株式会社（現：株式会社マネースクウェア・ジャパン）および株式会社Ｍ２・イン

ベストメント・アドバイザリーを設立しております。

また、平成26年10月１日より純粋持株会社体制へ移行しており、それを見据えて、これら２社および既存の100％

子会社であるMONEY SQUARE INTERNATIONAL, INC.を、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めて四半期連結

財務諸表を作成しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,048,263

分別管理信託 50,717,736

前払費用 114,323

繰延税金資産 28,893

その他 6,553

流動資産合計 53,915,771

固定資産

有形固定資産 359,426

無形固定資産 407,850

投資その他の資産 239,351

固定資産合計 1,006,628

資産合計 54,922,399
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

顧客預り勘定 48,512,807

外国為替取引評価勘定 8,097

短期借入金 300,000

1年内返済予定の長期借入金 139,996

未払金 200,427

未払法人税等 128,644

ポイント引当金 50,243

その他 13,650

流動負債合計 49,353,866

固定負債

長期借入金 120,008

資産除去債務 68,431

繰延税金負債 6,606

固定負債合計 195,045

負債合計 49,548,912

純資産の部

株主資本

資本金 1,224,005

資本剰余金

資本準備金 1,129,005

その他資本剰余金 108,520

資本剰余金合計 1,237,525

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 2,927,596

利益剰余金合計 2,927,596

自己株式 △36,640

株主資本合計 5,352,486

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 4,625

その他の包括利益累計額合計 4,625

新株予約権 16,375

純資産合計 5,373,487

負債純資産合計 54,922,399
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業収益

トレーディング損益 1,713,101

その他の営業収益 1,266

営業収益計 1,714,368

営業費用

販売費及び一般管理費 1,252,404

営業利益 461,964

営業外収益

受取利息 1,200

未払配当金除斥益 277

その他 273

営業外収益合計 1,751

営業外費用

支払利息 3,727

創立費償却 1,462

営業外費用合計 5,189

経常利益 458,526

税金等調整前四半期純利益 458,526

法人税、住民税及び事業税 122,855

法人税等調整額 45,595

法人税等合計 168,451

少数株主損益調整前四半期純利益 290,074

四半期純利益 290,074
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 290,074

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,103

その他の包括利益合計 1,103

四半期包括利益 291,178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 291,178
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 458,526

減価償却費 117,280

受取利息 △1,200

支払利息 3,727

ポイント引当金の増減額（△は減少） 845

為替差損益（△は益） △15

分別管理信託の増減額（△は増加） △2,634,705

前払費用の増減額（△は増加） △48,340

未払金の増減額（△は減少） △121,831

顧客預り勘定の増減額（△は減少） 1,941,570

外国為替取引評価勘定(流動資産)の増減額(△は
増加)

691,731

外国為替取引評価勘定(流動負債)の増減額(△は
減少)

8,097

その他 △7,789

小計 407,896

利息の受取額 1,255

利息の支払額 △3,727

法人税等の支払額 △691,214

営業活動によるキャッシュ・フロー △285,790

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,000,000

定期預金の払戻による収入 2,000,000

定期預金の担保差入れによる支出 △300,000

有形固定資産の取得による支出 △2,803

無形固定資産の取得による支出 △44,879

差入保証金の差入による支出 △1,000

その他 △387

投資活動によるキャッシュ・フロー △349,070

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000

短期借入金の返済による支出 △575,000

長期借入金の返済による支出 △69,998

配当金の支払額 △412,566

ストックオプションの行使による収入 49

その他 277

財務活動によるキャッシュ・フロー △657,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,112

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,290,985

現金及び現金同等物の期首残高 4,170,037

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,879,052
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

外国為替証拠金取引業関連以外の事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

（会社分割）

当社は、平成26年５月23日開催の取締役会において、平成26年10月１日を効力発生日として、当社が営む外国為替

取引及び外国為替オプション取引事業ならびにそれに付随する一切の事業を会社分割により、当社の100％子会社であ

るマネースクウェア・ジャパン分割準備株式会社（現：株式会社マネースクウェア・ジャパン）に承継させることを

決議の上、同日、承継会社との間で吸収分割契約を締結し、予定通り平成26年10月１日に当該契約に基づき会社分割

が行われました。

なお、本件吸収分割ならびに定款変更（商号・事業の目的の変更等）については、平成26年６月26日開催の第12回

定時株主総会において、関連議案が承認されております。

会社分割の概要は、以下のとおりであります。

(1) 会社分割の目的

当社がおかれている事業環境の変化や金融市場における競争激化は今後も継続して展開される状況にあることを

鑑み、当社は、不断の成長実現と企業価値の極大化を図るべく、資本の有効活用と経営柔軟性の向上を目的として、

純粋持株会社体制へ移行いたしました。

純粋持株会社体制への移行により、①管理機能と業務執行機能を分離し、コーポレート・ガバナンス体制をより

一層強化すること、②従来以上にスピード感のある経営判断と効率的な業務執行を実現すること、③資金、資産、

人員など経営資源の有効配分により経営を一層効率化し、さらなる業容拡大を図るために必要な経営資源を確保す

るとともに、事業再編や組織再編など機動的かつ柔軟な経営判断を可能にする体制を整備しております。

当社は、経営理念である「挑戦と規律」に基づいた柔軟な戦略策定、経営資源の最適配分、子会社における業務

執行状況のチェックなどの機能を担い、戦略的かつ明確な経営組織を整備することにより、当社グループとしての

企業価値極大化を目指して参ります。

(2) 会社分割の方法

当社を分割会社とし、マネースクウェア・ジャパン分割準備株式会社（現：株式会社マネースクウェア・ジャパ

ン）を分割承継会社とする吸収分割です。

本件分割後、当社は「株式会社マネースクウェアＨＤ」へ商号を変更し、並びに、マネースクウェア・ジャパン

分割準備株式会社は「株式会社マネースクウェア・ジャパン」へ商号を変更しております。

(3) 会社分割の効力発生日

平成26年10月１日

(4) 承継会社の概要

商 号 ： 株式会社マネースクウェア・ジャパン

設 立 日 ： 平成26年５月20日

事業開始日 ： 平成26年10月１日

本 店 ： 東京都港区赤坂九丁目７番１号

代 表 者 ： 代表取締役社長 相葉 斉

資 本 金 ： 1,700百万円

大 株 主 ： 株式会社マネースクウェアＨＤ（出資比率100％）

決 算 期 ： ３月

事業内容 ： 金融商品取引法に基づく第一種金融商品取引業並びに外国通貨の売買、売買の
媒介、取次ぎもしくは代理及びその他これに付随する業務等

従業員数 ： 58名
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